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【緒言】有機薄膜デバイスの性能に影響を与える薄

膜構造を最適化するためには、薄膜形成初期過程を

詳細に検討する必要がある。また、真空蒸着法により

作製される有機薄膜の成長様式は、基板温度や基板

表面-分子間の相互作用に大きく影響されることが知

られている。我々は、これまで非破壊かつ高感度で分

子付着量の in-situ 測定が可能な水晶振動子マイクロ

バランス(QCM)法により、炭素数 20 のパラフィンで

あるエイコサン(C20H42)の薄膜形成過程について解析

を行ってきた[1, 2]。本研究では、より長い鎖長の分子

の薄膜形成初期過程における定量的解析を行った。 

【実験】鏡面処理した水晶振動子金電極基板をアセ

トン中にて超音波洗浄を 2回行った後、15分間UV/O3

処理を行った。洗浄した QCM 基板上にテトラテトラ

コンタン(TTC)を蒸着し、分子付着量の時間変化を測

定した。分子供給前の真空度は 7.5 ×10-4 Pa 以下で

あった。基板温度を変えて QCM 測定を行い、薄膜形

成素過程の温度依存性を解析した。 

【結果・考察】Fig. 1 に TTC の薄膜成長における分子供給開始直後の付着量の時間変化を示す。

各基板温度において、分子供給開始直後から付着速度が徐々に減少する挙動が確認された。この

挙動について、分子が基板に吸着後、再蒸発可能な不安定状態および再蒸発不可能な準安定状態

を考慮した物理吸着モデル[3]により解析を行った。解析結果から見積もられた不安定状態におけ

る分子の平均滞在時間τ1のアレニウス型プロットを Fig. 2 に示す。概ね直線の関係が得られてお

り、その傾きから活性化エネルギーは 96 kJ/mol と見積もられた。詳細な解析については当日報告

する。 
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Fig. 1 Adsorption behavior of TTC molecules 
at the initial stage in the thin film growth. 

Fig. 2 Arrhenius plots of 1 (the mean-stay 
time of the unstable molecules). 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)22p-P04-6 

© 2021年 応用物理学会 11-385 12.1


